
脳 神 経 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

院内医長 土井　健人
日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
日本脳卒中学会 脳卒中専門医
日本神経内視鏡学会 技術認定医
日本脳神経血管内治療学会 脳血栓回収療法実施医

脳神経外科 脳血管障害、
脳腫瘍

医 師
（時短勤務） 岸田　夏枝

日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
日本脳卒中学会 脳卒中専門医
日本脳神経血管内治療学会 専門医
日本医師会 認定産業医
京都大学博士（医学）

脳卒中外科 脳血管内手術

医 師 上村　紘也
日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医
日本脳卒中学会 脳卒中専門医
日本脳神経血管内治療学会 専門医

脳血管障害 脳血管障害、脳血
管内手術

院内医長 山尾　幸広

京都大学医学部 客員研究員、非常勤講師
日本脳神経外科学会 脳神経外科専門医・ 指導医
日本脳卒中学会 脳卒中専門医・指導医
日本脳卒中の外科学会 技術認定医
日本脳神経血管内治療学会 専門医・指導医
日本てんかん学会 専門医・指導医
日本神経内視鏡学会 技術認定医
日本臨床神経生理学会 専門医(脳波)
日本臨床神経生理学会 術中脳脊髄モニタリング認定医

脳血管障害・
脳機能

脳血管障害・
脳機能

医 師 吉田　昌史 医師

専門医資格等
日本脳神経外科学会
　脳神経外科専門医
日本脳卒中学会
　脳卒中専門医・指導医
日本脳卒中の外科学会
　技術指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授・
　非常勤講師
日本脳卒中協会京都副支部長

専門分野
脳血管障害
頭蓋底外科
良性脳腫瘍
聴神経腫瘍

診療部長（医療技術担当）
診療科長
脳神経センター長
臨床研究センター
　血管障害室長
福田　俊一
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｜2024年度の主な取組｜

　2024 年 4 月にて岸田先生の育児休暇が終了し、時短勤務となりました。
　2023年度の後半にスタッフ 3 名のみで診療を行った関係で落ち込んでいた手術件数も2024年度は増加し、
過去 6 年で最高の件数となりました。特に血管内手術件数が増え、フローダイバーターを用いた脳動脈瘤
手術などの特殊な治療も可能となりました。
　2024年12月には、老朽化し修理不能となった予備の手術顕微鏡をLeica Evolved ARveo 8  に更新しま
した。この顕微鏡は、3Dモニターで外視鏡としても使用可能で、またGLOW400 拡張現実蛍光にて悪性
グリオーマの蛍光標識も可能です。
　NHOネットワーク研究も ３ つの脳卒中臨床研究で当科が研究代表を務めさせていただき、複数の論文
が主要医学誌に掲載され、そのうち「脳動脈瘤の増大およびコイル塞栓術後再発におけるパロキセチンの
抑制効果の後ろ向き検討」に関しては10月にプレスリリースを行い、読売新聞や朝日新聞などに記事が掲
載されました。

｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 13.5 15.3

新入院患者数（名） 263 326

平均在院日数（日） 18.0 16.3

外来患者数
2023年度 2024年度

1 日平均総患者数（名） 19.6 19.0
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主な手術件数（2024年度）

脳血管障害

脳動脈瘤クリッピング術 15件 

頚動脈内膜剥離術（CEA） 13件 

脳動静脈奇形摘出術 1 件 

浅側頭動脈-中大脳動脈バイパス術 2 件 

ハイフロー・バイパス術 0 件 

脳内出血摘出術 4 件 

開頭脳腫瘍摘出術

神経膠腫 4 件 

髄膜腫 10件 

転移性脳腫瘍 6 件 

その他の脳腫瘍 3 件 

経蝶形骨洞手術 下垂体腫瘍 6 件 

外傷性頭蓋内血腫摘出術 6 件 

神経減圧術（顔面痙攣等） 2 件 

脊椎・脊髄手術
脊髄腫瘍摘出術・血管奇形摘出術 1 件 

脊椎症・ヘルニア手術 2 件 

シャント手術 3 件

穿頭術 35件

脳血管内手術

脳動脈瘤コイル塞栓術 33件

血管形成術（CAS） 12件 

脳血栓回収術 24件

脳動静脈奇形塞栓術 1 件 

脳動静脈瘻塞栓術 1 件 

脳腫瘍血管塞栓術 5 件 

その他の手術
その他の開頭術 20件 

その他 9 件 

合計 221件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.04.06	 第85回日本脳神経外科学会支部会（近畿）
「二つの異なる性状を有する頭蓋内砂粒腫性髄膜腫の一例」
吉田 昌史、上村 紘也、土井 健人、山尾 幸広、福田 俊一

2024.06.10	 Neurosurgery Sharing Session
「てんかん外科治療－診断から手術まで－」
山尾 幸広

2024.06.29	 第 1 回伏見医師会学術講演会
「血管内治療 最新の話題」
山尾 幸広

2024.09.06	 4H Summit～若手血管内治療研究会～
「i-EDコイルを用いて塞栓術を行った動脈瘤の 2 例」
上村 紘也
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.09.21	 第 1 回奈良京都脳神経外科研究会
「流入血管に複数の動脈瘤を伴った小脳AVMの自験例」
吉田 昌史、山尾 幸広、上村 紘也、土井 健人、岸田 夏枝、福田 俊一

2024.10.24	 プレスリリース
「抗うつ薬が脳動脈瘤破裂によるクモ膜下出血を防ぐ可能性を証明－脳動脈瘤破裂によるクモ膜下出血を防ぐ薬剤、人
で効果確認－ J-ASPECT Studyデータを活用し、NHOネットワーク共同研究で証明」
福田 俊一、飯原 弘二

2024.10.25	 第54回日本臨床神経生理学会学術大会
「術中脳機能マッピングの実際と将来展望」
山尾 幸広

2024.10.26	 第54回日本臨床神経生理学会学術大会
「術中モニタリングでのCCEPの記録の実際と解釈」
山尾 幸広

2024.10.28	 Medtronic WEB Seminar ～REACT AIS Registry ＠Osaka～
「脳底動脈閉塞症に対して血栓回収術を施行した 2  例- いくべきかいかざるべきか -」
山尾 幸広

2024.11.15	 MPC Polymer de Night @Osaka
「内頚動脈-後交通動脈動脈瘤」
山尾 幸広

2025.02.06	 International Stroke Conference 2025
「New Insights into the Hemodynamic Environment Inducing Cerebral Aneurysm Growth: the NHO CFD 
ABO Study」
Fukuda S, Shimogonya Y, Watanabe A, Yonemoto N, Fukuda M, Yasoda A. 

2025.03.06	 STROKE2025
「脳動脈瘤の増大に関する血行力学的機序の解明：前向き観察研究NHO CFD ABO Study 最終解析」
福田 俊一、下權谷 祐児、渡部 葵、米本 直裕、福田 美雪

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［その他］
抗うつ薬　くも膜下出血を防ぐ？
読売新聞, 2024.10.27
福田 俊一

［その他］
抗うつ薬　くも膜下出血を防げるかも
朝日新聞デジタル, 2024.10.28
福田 俊一

［その他］
抗うつ薬　くも膜下出血を防げるかも
朝日新聞, 2024.11.05 
福田俊一

［原著論文］
Blood flow alterations in cavernous sinus dural arteriovenous fistula: Optical coherence tomography 
angiography findings
Am J Ophthalmol Case Rep, 34, 102066, 2024.05
Akada M, Muraoka Y, Morooka S, Ishihara K, Kogo T, Akaike N, Nakanishi K, Yamao Y, Hata M, 
Tsujikawa A.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Specific consistency score for rational selection of epilepsy resection surgery candidates
Epilepsia, 66, 5, 1322 -1332, 2024.05
Tojima M, Shimotake A, Neshige S, Okada T, Kobayashi K, Usami K, Matsuhashi M, Honda M, 
Takeyama H, Hitomi T, Yoshida T, Yokoyama A, Fushimi Y, Ueno T, Yamao Y, Kikuchi T, Namiki T, 
Arakawa Y, Takahashi R, Ikeda A.  

［原著論文］
Basal temporal language area revisited in Japanese language with a language function density map
Cereb Cortex, 34, 6, bhae218, 2024.06
Matoba K, Matsumoto R, Shimotake A, Nakae T, Imamura H, Togo M, Yamao Y, Usami K, Kikuchi T, 
Yoshida K, Matsuhashi M, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A.

［原著論文］
Efficacy of high-resolution vessel wall MRI in the postoperative assessment of intracranial aneurysms 
following flow diversion treatment
J Neurosurg, 142, 1, 88-97, 2024.08
Matsukawa S, Ishii A, Fushimi Y, Grinstead J, Ahn S, Kikuchi T, Yamada H, Okawa M, Yamao Y, 
Abekura Y, Sasaki N, Tsuji H, Akiyama R, Arakawa Y

［原著論文］
Spinal epidural arteriovenous fistula with an intraosseous shunt arising in a compression fracture vertebra: 
illustrative case
J Neurosurg Case Lessons, 8, 8, CASE2457, 2024.08
Akaike N, Okawa M, Ishii A, Kikuchi T, Yamao Y, Abekura Y, Tsuji H, Akiyama R, Matsukawa S, 
Arakawa Y.

［原著論文］
Effects of paroxetine, a P2X4 inhibitor, on cerebral aneurysm growth and recanalization after coil 
embolization: the NHO Drug for Aneurysm Study
Jounal of Neurosurgery, 142, 3, 676-683, 2024.01
Shunichi Fukuda, Yoko Niwa, Nice Ren, Naohiro Yonemoto, Masao Kasahara, Masahro Yasaka, 
Masayuki Edura, Takumi Asai, Masayuki Miyazono, Masaki Korai, Keisuke Tsutsumi, Keigo Shigeta, 
Yuta Oi, Ataru nishimura, Hitoshi Fukuda, Masanori Goto, Takashi Yoshida, MiyukiFukuda, 
Akihiro Yasoda, Koji Iihara,  on behalf of the NHO Drug for Aneurysm Study Group

［原著論文］
Early radiological reduction of periventricular anastomosis after direct bypass surgery for adult moyamoya 
disease
J Neurosurg, 1 -9, 2024.12
Yamada H, Funaki T, Fushimi Y, Yamao Y, Hidaka Y, Kikuchi T, Mineharu Y, Okawa M, Yoshida K, 
Chihara H, Miyamoto S, Arakawa Y.

［原著論文］
Ruptured thrombosed vertebral artery dissecting aneurysm treated with staged flow diverter after 
prediction of the rupture point by vessel wall MRI
Neuroradiol J, 37, 6, 772-775, 2024.12
Matsukawa S, Ishii A, Fushimi Y, Terada Y, Natsuhara H, Kikuchi T, Okawa M, Yamao Y, Abekura Y, 
Sasaki N, Tsuji H, Akiyama R, Miyamoto S, Arakawa Y.

［原著論文］
Two possible hemodynamic mechanisms underlying the growth of cerebral aneurysms depending on 
their size: the NHO CFD ABO Study.
J Cereb Blood Flow Metab, 45, 8, 1581-1592, 2025.03
Fukuda S, Shimogonya Y, Watanabe A, Yonemoto N, Fukuda M, Yasoda A.

［原著論文］
Role of disturbed wall shear stress in the development of cerebral aneurysms.
J Biomech, 176, 2024.01
Shimogonya Y, Fukuda S
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